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ホンベラ・キュセンの起床・就 B民

(新潟大学理学部附属佐渡臨海実験所)

石見 喜一

研究・実験用に数種類の動物を何年にもわたり連続して飼育をつ

づけると自ずとこれらの動物の色々な行動や習性を観察知ることが

できる.

多数の魚類の中でもホンベラ・キュセンのように早朝に目覚めて

砂中より起きて泳ぎ出し、日暮になると砂中に潜って眠り、秋が深

まると砂中に潜って采春まで越冬する一風変わった生活行動をする

魚、もいる.そこで佐渡臨海実験所の水族室にある壁面水槽( 11 0 X 

180 X 65cm) 内にプラスチック容器 (100 X 120 X 20cm) に砂を 1 0 

cmほど敷き、ホンベラ 6 尾、キュセン 7 尾、ササノハベラ 3 尾を採

集して 1 986 年 1 0 月'v 1988年まで飼育し観察を続けた、これらは現在

も飼育中で.ある.

観察

記録は、水温、照度( L u x )、起床時刻、就眠時刻、冬眠目、覚醒

日についてとり、 l 年を通して観察した.

ホンベうもキュセンもともに飼育後被日て.朝(こ砂より出て競泳し

巴暮には砂(こ潜る行動が観察された.

同種の生活行釘J はともにほぼ同様であったが、ササノハペうは潜

砂行動や冬眠をしなかったので、ホンベラとキュセンについてだけ

記録した.

一方、水槽内に砂を入れないで飼育したボンベラ( 5 尾)とキュ

セン( 5 尾)は、日中でも水槽の底で体を横にし、眠っているかの

ような個体が時々見られた、そして朝日免の暗い時間帯でも泳ぐ行動

が観察され、長期間の飼育により病気や水僧タトに飛出したりしユ~

2 ヶ月で全包体が死んてしまった.
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起床と就眠

ペラの起床 B寺東IJ を観察日ごとに結んだグラフは、日の出の時刻と

ほぼ平行し図 l のように、日の出が早くなるほどベラの起床も早い

日の出の約 30分前頃より目覚め始めて、つぎつき"に砂より出、 1 5 分

'v 1 時間の悶にほとんどのべうが目覚めて遊泳し、活発に餌を取り

始める・早い時は 5 分で砂よりすべてのぺうが湧くぎ出た時もある・

水温 14 "-' 1 5 oc の 5 月下旬'V 6 月上旬と 10 月下旬'v 11 月上旬頃には

起床時刻も乱れて、日中に砂より出て遊泳しても数時間後には砂に

潜ってしまう乙ともあった.

就眠時刻のグラフも日の入時刻l にほぼ平行し、日の入 30分前頃よ

り頭部をやや下に向けたゆるやかな泳ぎて潜砂行動をおこし、その

後約 1 時間内にはすべてのべうが就Iij，についた.

起床時刻よりも就眠時刻のほうが天候、気圧、水温などによる影

響に左右されやすいように思はわれる.たとえば、観察期間中の 10

月 9 日は低気圧の通過で当地方は朝から曇り、海は大時化であった

が、起床時実IJ には変りがみられなかったのに就眠時刻は数時間も早

かった.図 1 のように就眠時刻の早い日の天候は、いずれも曇か雨

の日て.あった.

一度砂に潜ったべうは、砂を俸などで， t寛伴し伝いかぎり 4 時間照

明(水銀灯・水槽前面て"35 Lux 、室内て'530 Lux )しても砂より出

るベラは見られなかった.また、反対に水僧をビニールシートでお

おい暗く(水槽前面て 2 Lux) しでも物陰にひそむだけで砂に潜る

ベラは見られなかった. 6 月 18 日の 10 時 30 分頃・より突然の雷雨て実

験所内の街灯も点灯水族室内が 30 Lux'V 0 Lux まで急速に暗くなっ

たが、その際にも砂に潜るペラ類はおらず物陰に隠れ、明るくなる

につれてっきっき"に遊渇くするのが見られた.
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冬眠

晩秋から初冬の 11 月下旬"-' 1 2 月下旬に水温が 13.. c 前後にまで下が

る頃になると、早朝より日没まで活発に遊泳していたベラ類の数も

しだいに滅り、日中に砂より出ても午後 2 時頃にはほとんどが砂に

潜ってしまう・その頃でも、まだ餌は活発に取っている.さらに水

温が下がり、 12.. c になると完全に冬眠に入り、来春 5 月頃まで砂の

中て越冬する.不通にも越冬中に弱ったのか死ぬホンベうも数尾い

たが、これらの個体はすべて砂中より出て横体て時ヤ泳ぎ、その後

2"-'3 日で死んてしまった.一方キュウセンには越冬中に死ぬ個体

は見られなかった.越冬中の水温は、 7 "-' 8 .. c であったが、砂より

依を半分だしたり砂中で死ぬへラ類は見られなかった.

6 ヶ月間もの長い間砂中で眠り、無事越冬てきたペラ類は、春 5

月ヒ員に 7}<. 温が 14"-' 15"C になると日中水槽内に 1 "-, 2 尾活字ぐようにな

る.しかし午後 2 時頃には砂に潜ってしまう、この頃に餌を水槽内

に入れてやると盛んにつついている.さらに、水温 15 "-' 1 6 .. c になる

と早朝より日没まで水槽内を活発に遊泳するようになる・

冬眠は、起床や就眠時夏Ijのように日の出、日の入りとは関係なく

水湿の低下によっていることは明かて'ある.

海における観察(船上よりノゾキ)でも、水温 13.. c 以下になる 12 

月下旬"-' 1 月初には全く認められなかった、翌春の 6 月初旬に水温

が 14"-' 15 0Cになると早朝より多数泳いでいるのが見られた.このよ

うに水槽内飼育と自然海の中にあけるべラ類の冬眠時期に差がある

ことは、実験所内の海水タンクが高架槽のため、タト気温によって水

温が低下することによると思はれる.

へ"ラ類の活動(こついては、中国・塚原( 1972) 、鈴木ら( 1977 ) 

樺沢( 1982 )、西(未発表)などの報告があるが、今回はそれらと

の対比は記さなかった.
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実験所前の海岸

お茶の水女子大学理学部附属館山臨海実験所

山口 守

当実験所の関所は昭和45年である。その頃の海岸線はなだらかな砂浜であり、

どちらかと言うと、どんどん砂が集まってきていた、そのため問所 1 年後実験所

の境界線より、約 90m沖合いにあった吸水口に伸びるエンビ管が、 571nの所

で集まってきた砂により、持ち上げられて折られてしまった。それ以後吸水口は

折られた場所に移動され、その付近の砂は集まってきでは散らはり、集まってき

では散らはる状態が繰り返されたが、海岸線はさほど影響無かったと聞く。

しかし、東側約 200n1に位置する漁港の防波堤が実験所側に伸び、また西側

約500mに位置する漁港も同様に防波堤が伸びてきた、このためか分からない

が、海流というか潮の流れが変わり、両漁港にはさまれた砂浜が浸食され始め、

1 年足らずで民家のすぐ近くまで波が打ち寄せてきた。市の土木事務所も慌てて

護岸工事を始め、災害復旧工事で行う場所は良かったが、それ以外の場所は費用

の関係で年間約 50m しか工事が出来ないらしい、それゆえ護岸工事の終ったす

ぐわきの砂浜が、また浸食されると言う、いたちごっこが始まった。実験所に護

岸工事が近ずくにつれ前の海岸が浸食された、現在では実験所の境界線より 1 0 

mの所で 21nの段差が出来てしまった。このため 5人乗りの伝馬船が下ろせなく

なり、プランクトン採集等は 2 人乗りのボートで行っている(臨海実習に来る学

生は、伝馬船に乗り実際のプランクトン採集を、見学したい者も多いと聞く、ま

た乗船した学生に聞くと、船に乗って良かったと言ってくれる。しかし 2人乗り

のボートでは怖くて学生は乗せられない)現状である。

臨海実験所では、教育・研究に用いる実験材料としての海産動植物の採集や洋

上観測等に船舶を使用しなければならない、ゆえにこのままの状態では困るので
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護岸工事に伴い船舶の揚げ下ろしに用いる、スロープの整備・確保を市の土木事

務所に、何度と無く折衝した結果、今年 1 0 月頃から工事が開始されることにな

った。また海水湯水姥設も敷設換えになる。

護岸等が出来上がれば、春一番が吹こうが台風が近ずこうが、海岸の浸食に付

いては安心していられるが、自然の海岸が無くなっていくのは、寂しいものであ

る。
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技術聡員問題についての名古屋大学理学部の現状

名古屋大学理学部附属臨海実験所

砂川昌彦

大学における技術系鞍員の組織化問題は、 20 年以上にわたって検討されてき

ている。名古屋大学理学部においても、この問題は重要なものとしてとらえられ、

技術鞍員の待遇改善と組織化について検討する有山技術小委員会を設け、 5 年間

に渡って 60 回以上の会議を開いて技術組織のありかたについて検討を続け、有

山技術組織化準備委員会を発足させ具体的な準備をしてきた。

これまでに確認されたことは

1 .技術部の設置 1 部 6 室市u (案)

技術部長( 8 級)

専門員 (6 -8 級)

装技 研関 極技 極技 観技 研技

置術 究発 限術 限術 測術 究術

関室 機室 分室 基室 情室 試室 ( 6 -7 級)

発長 器長 析長 礎長 報長 料長

技官 5名技官 5名技官 5名技官6名技官6名技官 5 名

(臨海 3 名を含む)
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1 )現状においては、組織一事務長、実務ー研究者と非独立、不明確な職務内

容、不適切な人事管理であるのでこれを独立した教官・事務・技術の 3 本柱

の形とする。

2 )現在の体制・人員で考え、将来の変化にはその時点で対応する。

3 )実態としては、技術部に集まって仕事をする分野と、各研究室・施設・学

科に出向する分野があり、従来の経緯から理学部の技術的要請に応じた緩や

かな組織とする。

2 .設置の目的

1 )理学部の教育研究の進展に対応できる技術を確保し、発展継承すること

2 )待遇改善が保証される条件整備を行い、専門職への移行がで、 きること

3 )定数確保・増員。

4 )円滑な人事交流を行うことにより、処遇や人事の同定化による弊害を少な

くすること

5 )研修の実施により、技術水準を高く保つこと

本理学部の教育研究を推進するためには、研究部門・事務部門・技術部門が有

機的に協力できる体制を作ることが必要であり、そのための技術組織は他の部門

から独立し、理学部の技術要請に対して責任をもって応じられる技術部の組織化

である。

3 .内部組織としての発足・現状

新しい技術組織としては、異なった部門間での対話や協力が迅速に行われるよ

うな組織として「文鎮型 J の 1 部 6 室制を選択した。

以上の経過から内規案と人事選考の方針を検討し、技術部長・室長については学

部内公募にするということで教授会の了解を得、部長・室長併せて 7 名を公募し
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人事選考委員会で審議し、その選考結果を教授会、学部長に報告した。

そして、予定どうり組織化の実行を決断するか?それともしばらく検討を続ける

か?ということであるが、名古屋大学理学部が全国的にみて組織化の準備が進ん

でいるのは確かである。しかし、名古屋大学理学部の組織案は国大協案と異なる。

そこで教授会等で議論された問題点は、

1 )室長の位置づけが 5 級に倍付け固定される可能性がある。そのために、

2 )技官人事の固定化を招き給与基準・昇格・配置転換等が不当に抑えられる

可能性がある。

これ等の理由により更に前向きに検討する必要があり、現在は手詰りの状態であ

る。

4. 臨海実験所の立場

臨海実験所は、前記の表の中で研究試料技術室に配属され、岩石試料製作室 2

名の人と生物学教室 1 名と一緒に組織の中に組み込まれるが、はたして設置の目

的どおりになるのか心配な点がいくつかある。表記案に臨海としては、

1 )遠隔地にあるために人事・処遇等で不利にならないか。

2 )聡穫の特殊性(本学地区とは大きく違う)

3 )研修内容、企画

4 )管理運営

5 )名大以外の他の臨海実験所では行(二)の技術鞍員も多く、他組織とのバ

ランスがとり難い

等が問題点としてとりあげられ、組織化を実行することになって待遇が悪化する

事がないよう希望する。
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金沢大学理学部附属能登臨海実験所構内植物目録

〈京都大学理学部附属瀬戸臨海実験所〉

煙山嘉郎

第 1 4 回臨海臨湖実験所技官会議に出席して日本海側の水族館と能登実験

所を見てきた。

昭和 62 年 1 0 月 1 1 日、大阪発 23:20 きたぐに夜行列車、翌朝柏崎

に越後線を各駅停車しながら寺泊水族館ヘ、海の中に突出した美しい水核館

であった。その足で新潟水族館を見て佐渡行きの船で田村・奥田・安保各氏

とー絡になった。佐渡実験所に於いて研究会の後、佐渡水族館、金山跡など

見学帰路魚津水族館に立ちより金沢に 1 夜を過ごし金沢水族館とのどじま水

族館を巡って能登〈小木〉への道の速いこと、構内で見かけた植物49 科 7

9 種をく見落しもあるかも〉目録に整理してみました。小木を後に芦原温泉

東尋坊、館前松島水族館を回って帰路につく。

トクサ科 Equisetaceae 

スギナ Equisetum aruense L, 
ゼンマイ科 Osmundaceae 

ゼンマイ Osmunda japonica Thunb 

イノモトソウ科 pteridaceae 

イノモトソウ Pmultifida Poir 

オシダ科 Aspidiaceae 

オニヤブソテツ Cyrtomium falcatum(L ,F, )pr , 
チャセンシ夕、科 Aspleniaceae 

トラノオシ夕、 Asplenium incisum Thunb 
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イチョウ科

イチョウ

マツ科

クロマツ

スギ科

スギ

ヒノキ科

オオゴンヒバ

ヤナギ科

ヤナギ SP

ブナ科

コナラ

ウラジロガシ

クリ

ニレ科

アキニレ

クワ科

イチヂク

タデ科

イタドリ

ミズヒキ

ヒユ科

イノコズチ

キンポウゲ科

ノウゼンカズラ

アケビ科

ミツバアケビ

メギ科

Taxaceae 

Ginkgo biloba Linn 

Pinaceaa 

Pinus thunbergii Pari 

Taxodiaceae 

Cryptomeria Japonica 

Chamaecyparis obtusa 

Var , breuiramed , f , aurea 

Sa 1 i caceae 

Fagaceae 

Querecus ,Serrata Thunb 

Querecus ,Sal icina Blume 

Castanea crenata SiebetZucc 

Ulmaceae 

Ulmaus Paruifol ia Jacq 

門oraceae

Ficus Carica 

Polygonaceae 

Polygonum cuspidatum Siebetzu 

Polygonum fil iforme Dunb 

Amaranthaceae 

Achyranthes japonica 

Ranunculaceae 

Campsis chinensis Voss 

Lardizabalaceae 

Akebia trifol iata Decne 

Berberidaceae 
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ナンテン

クスノキ科

タプノキ

ゲッケイジユ

ユキノシタ科

アジサイ

ウツギ

トベラ科

トベラ

バラ科

カナメモチ

ヤマザクラ

ウメ

Nandina domestica Thunb 

Lauraceae 

門achilus Thunbergi i 

Laurus nobil is Linn 

Saxifragaceae 

Hydrangea macrohoylla 

Drutzia crenata ,Sieb 

Pittosporaceae 

Pittosporun tobira Ait 

Rosaceae 

Photinia glabra 門axim

Prunus sargenti i 

PMume sieb Zucc 

ヘビイチゴ Duche snea indica 

マルバシャリンパイ Rhaphiolepisum bellata 

マメ科 Leguminosae 

ネムノキ Albizzia jalibrissln Dulaz2 

ハナズオウ

エニシ夕、

クズ

ヌスビトハギ

ムラサキツメクサ

カタバミ科

カタバミ

トウダイグサ科

アカメガ、シワ

ウルシ科

ヌルデ

Cercis chinensis Bunge 

C,scoparius Link 

Pueraria lobata 

Desmodium racemcsum Tnunb 

Tritol ium pratense Linn 

Oxa 1 i daceae 

Oxal is cornicvlata L, 
Euphorbiaceae 

門allotusjaponicas

Anacardiaceae 

Rhus chinensis 
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ニシキギ科

斑入マサキ

カエデ科

イタヤカエデ

アオギリ科

アオギリ

ツバキ科

サザンカ

ヒサカキ

ジンチョウゲ科

ジンチョウゲ

グミ科

アキグミ

ウコギ科

キヅタ

セリ科

ツボクサ

ミツバ

ミズキ科

Celastraceae 

Euonymus Japonicus 

Aceraceae 

Acer ，門ono 門axim

Stercn I i aceae 

Firmiana Platanifol ia 

Thtaceae 

C, sasangua THUNB , 

Eurya japonica Thunb 

Thymelaeaeae 

Daphne Odora 

Elaeagnaeceae 

E, umbellata Tnunb 

Ara 1 i aceae 

Hederarhombed Siebetzucc 

Umbe 11 i ferae 

Centella asistca Vrbon 

Crytotaenia , Japonica 

Cornaceae 

アメリカヤマボウシCornus florida Linn 

〈ハナミズキ〉

斑入アオキ Aucuba japonica 

ツツジ科 Ericaceae 

サツキ Rncdodendrenindican 

カキノキ科 Ebenaceae 

カキ D, kaki Thunb 

モクセイ科 01eaceae 

キンモクセイ Var , aurantiacus ，門akino

「
ベJl
 



トウネズミモチ

キョウチクトウ科

ツルニチニチソウ

クマツヅラ科

ムラサキシキプ

クサギ

シソ科

ハッカ

ナス科

クコ

ノウゼンカズラ科

キササゲ

アカネ科

クチナシ

ヘクソカズラ

キク科

ヨメナ

フキ

ヨモギ

セイヨウタンポボ

イネ科

ササクサ

エノコログサ

チガヤ

ススキ

オヒシバ

ツユクサ科

ツユクサ

Ligustrumiucidvm Ait 

Apocynacaeae 

Vinca major , L 

Verbenacaeae 

C, japonca Thunb 

Clrodendron trichotomum Thunb 

Labiatae 

ト1entha ，spp 

Solanaceae 

Licium chinense 門 i Iler 

Bignoniaceae 

Catalpa ovata 

Rubiaceae 

Gardenia Jasminoides 

Paederia scandens 

Compositae 

Kal imeris yomena Kitam 

Petasies japonica 

A, princeps Pampan 

Taraxacum officindle Weber 

Gramineae 

Lophatherumgracile 

Setaria uirdis Beauv 

Imperata cylindrica 

門 iscdnthas sinensis 

Elewsine indica Gaertn 

Comme I i naceae 

Commel ina communis 
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ユリ科 Lil iaceae 

ユッカ〈イトラン) Yucca filamentosa ,L 

アロエ Aloe ,arborzscens 

オモト Rohclea japonica Roth 

サルトリイバラ Sm i I ax ch i na 

アヤメ科 Iridaceae 

ヒオオギズイセン Tritonia crocosmae Flora 

参考文献

1 )牧野冨太郎:牧野新日本植物図鑑 北陸館 196 1 

2) 北村四郎ら:原色日本樹木図鑑 保育社 1978 pp306 

3) 田川基二 :原色日本羊歯植物図鑑 保育社 1977 pp270 

4) 奥田重俊 :フィルド図鑑 人里の植物 1985 pp196 

5) 井上浩ら :原色コケ・シ夕、家の光協会 1980 pp222 

6) 六角見孝 :山草事典 栃の葉書房 1980 pp416 
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珍味!海のナメクジ

(島根大学隠岐臨海実験所)

斎藤博

全国何処も海岸の岩場に生える海藻の上に特に 4月から 5 月にかけてゆっ

たりと棲息しているアメブラシを見かけることが多い。アメブラシが通常食

用になるか?日本海岸動物図鑑によると「食用にするところもある。 J と記

されてはいるが食用になるとは明解していなかった。 5年ぐらい前技官会議

の折、何かの話に隠岐島では貴重なもので料理法によっては最高級といった

ら一同一人としてこれを信じてくれなかったことを憶えています。よし今後

機会があったら皆に食べさせて驚かしてやろう。こう考えていた翌年 1 0 月、

当所で会議開催が決定され、この年 5 月頃地元の漁夫さんの採取したものと

併せ 100 個程湯がいて冷蔵庫で保存し、会議の前夜夕食に出した処、皆何

の料理か抵抗もなく、ある人は 2 皿もお代わりしてすっかり平らげてしまっ

た。食後この話をしたところ一同驚きでしばらく「うみうし J 談議でにぎや

かだったことを憶えています。このアメフラシを食する地方は特定されてい

るようです。山陰地方は出雲部と隠岐島では苦から「ベコ J といって何より

の酒の肴として賞味されているものです。この地方の村祭は、特に 3 月から

8 月にかけて多く催され「ベコ J の料理が有る無しでお客の来訪もいくぶん

異なることさえあります。友人などの招待にも「ベコが有るけん必ず来い J

と云うのです。私はまだ 1 度も三陸地方で捕れるホヤは食べたことはないけ

れど聞くところ相当クセのあるものらしい、この点「ベコ J はクセのない素

直な昧で子供から老人迄食べています。昭和 63 年 1 1 月〈財〉水産無脊椎

動物研究所が発行した「うみうし通信 J VOL 1 の中に水産庁振製部開発課長

・稲垣友三郎氏の「昧紀行j 海のナメクジを喰った!という記事があったの

を読んだ方もいると思います。あの体験談からみても隠岐島の海産物の料理

の 1 っとして評価しております。前にも述べたように食用にしているのは極
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く僅かな 1 部の地方と思っていたら、長崎県辺りも海岸線に近いところでは、

これを食する習慣があるとのこと、こうなると案外広く食用にしているのか

も知れません。

そこで簡単な採り方と料理方法を記することにします。

隠岐地方では 4 月から 5 月にかけて風もなく波静かで曇の日を選ぶのが何

よりの条件です。 4m余りの小竹の先に大きい魚、針を 2 ・ 3 本くくりつけ、

ゆったり休んでいるベコをひっかければいいのです。

フ

この時海中から上げるミ

1 度水これが食用になる rJてコさん」です。際紫色の液を多量に出します。己

から上げて内蔵を採ると手にこの紫液が染みつき後でやっかいなことになり量

ます。必ず水中で臓器の処理をする事が大切です。さてこうして 2-30 体

係っていよいよ料理するのです。

‘' 守(... 

受

①容器に少量の食塩を入れ軽く採み洗いした後、清水で 2-3 回洗い涜す。

②鍋に多めに水を入れ冷水から茄でる、沸臆して 2-3分で十分仕上りま

すので、ザルなどにあげ自然に冷まして水切りします。この場合煮すぎると

肉質も堅くなり風味も失いますので要注意。

③適当な厚きで輪切り〈やや薄め〉にして白味噌と酢少々砂糖少々で酢味

噌を作り、好みによってネギ・サンショウなどと混ぜ合わせる。

司

う

、

:> 

これで普通の""、コ料理の出来上がりですが、近頃は民宿・旅館では、バタ

ー焼き・醤油炊きとかいろいろ工夫しているようです。隠岐では盛夏の観光

J 

客を目当てに 8 月ともなるとめっきり姿をみせないペ、コを今の内に確保しょ

これらの業者は漁夫さんの注文予約に懸命になっております。

敗戦後 2-3 年特に食糧事情が悪かった頃、よくベコなぎに海遊びをした

ものです。空腹しのぎにベ、コを採り内蔵をとった中に味噌を入れ浜辺のたき

火で焼いて口にした昧は今もなつかしく想いベコとの付き合いは 40 年にも

ト

4
-
-‘、

マ
I

1
よ

うと、

なります。

'
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4 月中旬佐波の石見君ヘ近況連絡した折、ベコの桜子を聞きました。今年

は例年になく春の海藻の繁茂が見られず水産物の水揚げ豊にも影響している

とか、それなのにベコは実験所の前辺りにもゴロゴロしているとの事、少し

採って送ってくれと頼んでいたが、実現迄に至らなかった。 3 年前佐渡ヘ行

ったが日本海に浮かぶ素晴らしい景観・気候風土・漁法そして物の呼び方ま

で隠岐と変りなかった。地元の方との対話の中にも人情豊かな素晴らしさを

忘れることが出来ない。もしこの雑記を佐渡の人が読んで、それをしったら

今ゴロゴロしている代、コも人間様の脹に収りめっきり少なくなるでしょう。

この頃には「ベコ供養J でもして、石見君が私を招いてくれるだろう。そこ

で又「ベコ肴J で 1 杯やれるのを楽しみにしています。
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変りゆく涜れ、浦の内湾

〈高知大学海洋生物教育研究センター〉

井本成彬

.., 

浦の内湾は、四国南岸の中央部に位置している。即ち高知港から、西ヘ約

20kmのところに、土佐市字佐港があり、この奥が風光明婦な〈浦の内湾〉

で通称横波 3 里と呼ばれる入江となっている。

この入江は、リアス式の海岸で幅は狭いが奥行は、 12kmもある。水深は

湾口部付近では、 4-5mと浅いが、湾奥に入るに従って深く、中央部で

15-6m、最新部は 20mを超えるところもある。底質は、砂・奇襲・泥で

湾口部に近い所に涜入している、仁淀川の影響による。砂の堆積が顕著に見

られる。そのため、湾口部から奥に、 1 kmの所に出来る州は、春から更にか

けての大潮の干潮時には、大きな州となるため、潮干狩で大変な賑わいとな

る。

この州の由来は、昭和天皇が、四国御巡幸の途中、昭和 25 年 3 月 23 日

に来高された時、高知大学の満原稔、治教授〈後初代臨海実験所長〉が御案内

して、ここで生物の観察と採集をされた事を記念して、その年から天皇州と

呼ばれるようになった。

天皇州周辺の生物は、生息の条件が良いのか、シャミセンガイ・ウミエラ

・ウミヤナギ・イソギンチャク類等が、多数観察出来、最適な採集地点、で、

研究者や臨海実習の時は、必ず立ち寄る場所でもある。

「真珠養殖J

この湾は、古くから真珠養殖の T社が事業所を設置して、母貝から、玉入

れを行なっていたため、 1 時期湾内には真珠養殖の筏が至る所にあって、そ

の養殖は花形でもあった。同社は、玉入れ等の技術者の養成に力老人れ、員

n
wノ

ー



殻に付着する生物の掃除も、かなり古くからすでに機械化していて、作業能

率を上げていた。

こうした T 社の経営について、地域の青年有志が関心をもつようになって、

養殖事業経営について、研究を重ねた結果、糞珠養殖の組合を組織し、地域

の漁民ぐるみで取り組む事になった。それまでは、春から初夏にかけて、カ

ツオの餌を捕る、イワシの養網漁などが、主な操業内容で、収入も限られて

いたが、数年間で地域住民の生活内容まで変ったと言われるほど、真珠養殖

は成功し、 1 躍、注目されるようになった。全国的に見ても、このように急

激に地域が発展する程の成功例は、 1.......2 例ではと言われたこともあって、

真珠景気にわいた年代であった。

その頃は、湾内の 3 分の 2 の海域に真珠養殖の筏が浮かび、孟宗竹をたば

ねたものに、コールタール染の金網カゴが、何段も重ねて吊るしてあった。

その頃の湾内の水は、透明度も 10mを超える状況であって、風のない夜に

はカガリ火をたいて、夜ヅキ漁、も行なわれていました。昼間には、海底の様

子が手に取るように分かり、生物相や、魚貝類の貴は現在とは比較にならな

いものでした。魚の生息状況を知るものとして、当時、旧日本軍の残した、

ダイナマイトを誰かが海ヘ投げ込み、ズシーという響きが伝わって、数分後

に数百メートルの海面に白い花びらをまき散らしたように、魚が腹をかえし

て浮いた事は大変な驚きでした。

「ハマチ養殖 J

真珠養殖に次いでハマチ養殖が行なわれるようになった。その始まりは、

昭和 32.......3 年であった様に思います。湾の 1 部を仕切って放涜しての飼育

でした。最初は、魚体も順調に成長し、養殖による成果が証明された。数年

間でもありましたが、ある夜、突然数万匹のハマチが死んだことがあった。

原因は、急激な無酸素状態にあったようです。この事があって、養殖場の有

り方が根本的に見直される事になって、小割養殖に変った経緯があります。

外洋性のしかも出世魚である、ハマチ養殖技術によって、活魚の生産が大

きくのびて行った。近年どこでも問題となっている。飼料や過密養殖などに
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よる。海水の汚染、海底に堆積する。ヘドロ等によって起こる赤潮の発生な

どが、この湾でも起きるようになり、最近では、湾内の養殖業者は、飼育期

間を短くして、 7--8 ヵ月で出荷しているようです。湾口部では、ハマチに

管って、カンパチの養殖が多くなっている。

「員類の繁殖J

これまでに繁殖したものに、マテガイ、スダレガイ、オオトリガイ、バカ

ガイ、アサりなどがある。これらの買は、地域住民にとっては、重要な生活

資源である。

マテガイの繁殖は、 4--5 年で終りましたが、天皇州に繁殖したこともあ

って、天皇州が一躍有名になりました。マテガイは干潮に砂の表面を平鍬な

どですくいとると、長方形の穴があき、多い所では、 1 すくいで、 7--10

個も見付かることもある。この穴に塩を入れると、マテガイが、勢よく飛び

出るので、大潮の干潮には、マテガイを取る人出が、何千ともいわれ、新聞

の紙面にも度々載りました。

アサリの繁殖が、ここ 20 年余り続いててる。字佐のアサリは、パック詰

めで、関西方面まで、出回り、特産品として販売され、貝殻の色や昧の良さ

で売行きがのびているといわれている。

採集異は、クマデの親分の様な型で、鍬の幅が、 45cm以上もある。それ

に取り付けである「柄」の長さは 12--3mのものもあります。採員業者は、

和船の前後を「アンカー」で固定して、員かき具を前方に投入れる。潮の涜

れを利用して、掻き込む、以前は人力によって引き上げていたが、最近は蓄

電池( 1 2 V) によって巻上げ機を回転させ引き上げる。この繰り返しを、

1 日に 6--8 時間も行なっています。

アサリの生産額は、多い年で 1 0 億円ともいわれています。しかし、この

地区は、マテガイ・アサリにしても、漁業権が設定されていないため、採捕

量に制限がなく、最近では乱獲による生産量の大幅な減少を招いています。

「ウニの生息調査J

昭和 33年に正形類で 1 4種類が確認された。調査は、両岸と浅瀬につい
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ては、素潜りによって、種頬・数量・生息状況について行ない。深みやみよ

すじについては、ドレッヂを改良して行なった。その結果、ガンガゼ・アオ

スジガンガゼ・ムラサキウニ・コシダカウニ・ナガウニ・ナガウニモドキ・

トケゲサンショウウニ・サンショウウニ・バフンウニ・アカウニ・タワシウ

ニ・シラヒゲウニ・ラッパウニ・ノコギリウニが生息していることが確認さ

れた。 1 部のウニについては、最初は生息状況や習性を知らないこともあっ

て、見落したこともあった。

サンショウウニやラッパウニのように明るい時は体表を極く小さい様や砂

で覆っているため、底質との見分けが出来なかった事もあった。バフンウニ

は、石の下にもぐるため、数の把握が十分でなかった。この調査が後のウニ

の生息状況を知る上で、大きく役立った事は、いうまでもありません。

産れる、育つの繰り返しの中で、変りゆく環境に耐えて生残る生物、新に

芽生える生物をみてきた。 特に岸寄りでの生物相の変化が目立つようにな

った。昔はこの辺りでこんな種類が採集できた。昔は研究材料、特にウニ類

などはふんだんに使えたと往時を想い起こすとき、決して小さくない、この

湾の水にも、人との係わり合いの中での変りゆく流れを感じざるを得ない。

1989 年 6 月
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貨Eミオ丈ブミ考会主豆考会音ßJY付1言~11毎号毎多色喧食月斤
1 5 九IJ F R P婁~ 言周歪王雰芝歪ヨ舟台

15.02M 
3.40M 
11. 98M 
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ドルフィン H世進水

〈熊本大学合津臨海実験所〉

嶋崎三男

昨年、大津臨湖実験所での技官会議の折、話にふれていた新造船の要求が、

あきらめかけていた 1 2 月になって予算が付き、あわただしく参考資料にす

べくいくつかの実験所に問合せてみた。九州大学天草臨海実験所では野島先

生や技官の方々にいろんな点からの意見を聞いた。又、隠岐の斎藤さんには、

何度も何度も連絡をとり御迷惑をかけてしまったが、船の図面等、参考にさ

せてもらうところが、多くありその資料をもとに大学の事務長さん始め関係

者の方々と話合った。

ヤンマー紛が宮崎大学水産学部にいると聞き、宮崎県延岡市赤水港まで山

口先生と 2 人車で出かけた〈片道 2 0 0 km) 早速、船に案内され先生や船長

の話の後、試乗させて下さった。船長の話では 1 人では少し大きすぎると思

うが船体は安全で船足も強く仕事がやりやすいとの事だった。自分でも 1 人

で扱うには『大きすぎる J と感じた。山口先生はとても気に入られた様で良

船です。と言われた。

結局宮崎の船体の様に安全第 1 ，こ考えてみる事になった。平成元年早々委

員会が関かれ 3 社から図面が検討され入札に至った。

ヤンマ一発動機株式会社に決定し、 1 月 3 1 日ヤンマー大分工場で行なわ

れた起工式に弘田所長、山口先生、僕の 3 名で出席した。造船所まで片道 2

50 加もあり J R を乗継いで 5-..6 時間かかるため思うように行けない。船

体がだいたい出来た頃 3 月 1 0 -.. 1 1 日にかけ中間検査のため車で出かけた。

2-..3 目前から雪が降り続き心配したが当日になると快晴でほっとした。熊

本~阿蘇~九州横断道路~別府市内~国東半島~武蔵町の造船所まで約 5 時
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問、九州横断道路に入り九重連峰の山あいを走る時は道路際の木々についた

樹氷が素晴らしくめったにみられない景色に感動しながら走った。(天草で

はほとんど雪道を走ることはない〉

造船所に着き、早速係の人と打ち合せ、紛を見てあらためて大きさを感じ

た。細かなところに注文をつけて来る。

3 月下旬進水し、試運転後、ヤンマー工場より回航する事になり、プロの

パイロット、機関員、山口先生、僕の 4人が乗組んだ。ヤンマー造船大分エ

ミが、 i 場のある国東郡武蔵町を朝4 時 50 分出港し、天草まで 1 4 時間の予定、北

:す | へ上り関門海峡〈大橋) 7 時 50 分~玄海灘 1 0 時 35分~佐賀県唐津沖 1

3先 I 1 時 1 5 分~長崎県平戸沖 1 3 時 00 分~佐賀県野母崎沖 1 5 時 45 分~臨
:は、 | 海実験所着 1 7 時 50分、関門海峡までは楽しみながら走ったが、玄海灘に

:さ | 近付くにつれ南西の風が強くなり波が高く一時は近くの港に避難することも
1係 ! 考えたが、パイロットに任せて下さい。との事だったので、決断をせまられ

た時、お任せします。と答えるとさすがプロのパイロットだと感心した。高

:山 i い波の問を浮きつ沈みつ、記録をとる字も読めないほど一一一ジユースが口
}長 j に出来ない位の揺れで木の葉の様に一一ーとはまさにこの事だと思った。

思 | 玄海灘を過ぎると島影になり少し楽になったが、又長崎沖近くになると南

人 | 西のうねりが高く苦労した。有明海に入ると風もうねりもなく、天草に近づ
?良 i くと本当にホットし、安心した。予定より 1 時間も早く実験所に着いた。そ

の間パイロット交代で運転した。 ヤンマーの人や妻や学生が出迎えてくれ

委 | 嬉しかった。回航の苦労をかみしめながら皆で記念写真を撮った。夜は妻と

2人乾杯して無事回航出来た事を喜び合い、今日この日を迎えるまでどれだ

わ | けの難関があったか?話はっきなかった。出来上がってみて、船先が 40cm

2 I 位高すぎるーという欠点を除けば申し分ない船だと思う。心して運転しなけ
船 | ればとあらためて感じる。 5 月 22 日学長始め理学部長、学内関係者、町内

た。 I より町長、漁協組合長他、約 60 名の出席で式典、もちなげ、招待客の試乗、

熊 | 祝賀会が行なわれ終始にぎやかな竣工式が無事終わった。

日寺
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吉田先生を偲んで

〈熊本大学合津臨海実験所〉

嶋崎美津穂

岡山大学牛窓臨海実験所所長、吉田先生の御病状が思わしくない事を聞い

て問もない昨年 1 0 月末、言ト報が届いた時は何とも言えない悼で次から次へ

と先生の顔が浮かんできた。

私が始めて先生にお逢いしたのは 1 5 年前、第 1 回技官会議の折だった。

温和な表情が今でも強く印象に残っている。研修会を開催出来るまでには先

生の大変な御苦労と御協力があったと間いている。その後各実験所の先生方

の御協力で今年は 1 6 回を迎える事が出来る。私は主人と一緒に過半数の研

修会に出席する事が出来た。吉田先生にはそう何度もお逢いしたわけではな

いけれどその度々声をかけて下さり、岩屋臨海実験所での懇観会に出席して

下さった先生とは随分お話しが出来た。

「私は自分の仕事に対し、プロなんだ一一一 J という意識を持たなければ

と思っている。 rプロはプロなり ω仕事をしなければならないといつも自分

に言い聞かせながら働いている。 J あたりまえの事かもしれないが一一一

黙って私の話を聞いて下さっていた先生が、嶋崎さん、その気持ちを機関

誌に書いたらどうですか。是非そうしなさい。とおっしゃった。その頃の私

は研修会に参加するたびに仕事内容の発表や意見の交換を聞きながら、私の

1 番大切な役割はどんなことだろうかと考えさせられていた。何か 1 つでも

いい一一一これだけはと自信の持てる〈目標の持てる〉仕事をしなければと

痛感していた。

主人の勤めと同時に私も実験所の仕事にたずさわるようになり、学生さん

の食事の世話や事務、先生方の手伝い等、夢中で過ぎたように思う。何度も
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へ

何度もくじけそうになりながら一一一

それでもいつの白からか内容としては充分でなかったかもしれないが「一

生懸命J という点では誰にも負けないと、自信を持てるようになっていた。

臨海実習が始まり朝 7 時~夕方 7 時まで、弁当作りの日は 6 時前から出勤、

お昼は買物に出かけ休めない日もしばしばある。 1 番いそがしく大切な時期

を終える 9 月頃になると気力も体力もクタクタになる。でも悔いのない疲れ
でもある。

そんな私も自分がおかれている立場の不安定さを感じる問題が起きるたび

に「プロです」と言った言葉の意味のなさを感じる。研修会のため全国から

集まって来られる技官の方々のぶつかりそうな活発な意見を聞いていると目

がキラキラ輝き、先輩の提案した事を後輩がまとめて実行に移す、文、時に

は若いながらの意見が返って来る。それぞれの立場での「一生懸命J を感じ

自分が反省させられる。これからも主人と二人三脚私にあたえられた仕事を

一生懸命守って勤めて行きたいと願っている。

吉田先生を偲ぶたびに先生とお話しした事を思い出し、励みにして行きた

1 い

。
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吉田先生の思い出

〈岡山大学牛窓臨海実験所〉

牛堂和一郎

昨年大津臨海実験所での技官会議の翌日、我が牛窓臨海実験所所長であっ

た吉田正夫先生が亡くなりました。

思えば亡くなる前、 2 年聞は闘病生活でその閉経度かの大手術を行ない実

験所へも健康だった頃には、朝 8 時から夕方 6 時まで土曜祝日は無いという

生活パターンからは遠ざかっていたが、それでも実験所の所長としてのリダ

ーシップをとっておられた。

その牛窓臨海の大黒柱ともいうべき吉田先生が亡くなり、職員・学生・ O

B 会などから追悼文集が出されました。以下は私がその文集に投稿したもの

です。

吉田先生との最初の出会いは、昭和 52 年 6 月頃岡大の理学部長室でだっ

たと思う。私の就職の為、当時理学部長であった岩田先生と事務長と吉田先

生が面接をして下さった。

先生の第 1 印象は非常にせっかちというか、気の早いというか、頭の回転

の忙しない人という感じであった、これは吉田先生を知っておられる方々は

皆さんそう思われるのではないでしょうか。

面接の時先生は早口にいろいろな事を質問され、また説明もして下さいま

したが、まさか夏休み前に、筆記試験も無しで就職が決るとは思ってもいま

せんでした。(試験はなかったですが、後々先生に公務員の試験を受けろ、

船・その他諸々の資格を取って貰わなければという話はありましたが〉その

後磯崎さんと、もう 1 度私の高校でお会いしましたが、その後何の連絡もな

かったのであの話はどうしたのだろうかと思っていましたら、前にも書いた
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ようにもう面接だけで私の試験は合格だったらしいのです。

そして 1 年間あの渋川で過ごした訳ですが、渋川から牛窓への移転の準備

が大変でした。先生の命令で実験所にある機械・机・椅子に致るまで何分の

1 かの縮尺で紙を切按き、牛窓の実験所のこれまた図面を同じ縮尺で作り

〈何と柱の出っ張りまで細かく作ります) r これはここ、これはあっちとこ

と J 緬かく検討して貼っていくのです〈こういう作業を、案外先生は好きだ

ったらしく、牛窓でご自宅を建てたときも作ったようです。〉こうまでしな

くてもいいの-にと思いながら切り貼りをしたものです。

それから忘れてならないのが先生と酒の話です、酒を 3 合飲んだら記憶が

ないと自分でも言いきっておられました。これは大学で評議委員や学部長と

かをされる前までの話ですが、先生と一緒に飲んでいて次の日に昨日のこと

でと話をすると全然憶えていないのです。苦労された OB の方々も多くおら

れると思います。酔っ払って記憶がないのなら、話のつじつまの合わないこ

とを言ってもいいと思うのですが、そうはならずにしゃべっていることは、

理路整然となっていて、何処から憶えていて何処からが記憶が無いのか見分

けが付かないから始末が悪い。

それからこれは先生に悪い事をしたのですが、事務室で磯崎さんや私と酒

を飲んで帰るのですが、いつもは、奥さんを呼んで車で帰っていたのです。

ある時帰宅方向が同じなので、私が自転車で帰るのに便乗して、 2 人乗りを

して帰ろうということになったのです。磯崎さんは止めた方がいいのでは、

というのに先生のあの性格〈子供のような言い出したら聞かないというか、

おもしろがりと言うのか〉だし、私も酔った勢で大丈夫・大丈夫という具合

で帰っていたのです。まあ 2 ・ 3 回は良かったのですが、段々となれてきて

後に乗っている先生は足をふりまわす、ましてまだ実験所のすぐ前の道路は

舗廷ができていなく穴があいていて、街灯が付いていない、その上私は酔っ

てふらふらで、自転車もろともこけてしまう。こういうことが 2 ・ 3 回あり

ました、ある日先生の顔を見ると、あの広いおでこに赤チンが塗つでありま

した。その上その日は大学で会議があるというのです。それ依頼奥さんのご
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命令もあり酔っ払いの自転車での 2 人乗りは、しなくなりました。まだまだ

酒での話は尽きないものです。

それから先生は、昭和 60年当時学部長をされていましたが、管理職の仕

事はあまり好きではなかったらしく学部長室に入ると、下痢をする〈先生は

腸が弱かった〉といってこぼしていました。しかし忙しい合聞をぬって、徳

島ヘスナホリムシを採集にいった時は、実験所の官用車で往復するため、途

中で催しそうな予感があったらしく、クスりまで用意をしていった程でした

が、それが全然下痢をしなのです。 r学部長室へ入ると、椅子ヘ腰掛けるま

で我慢ができんようになるのに、徳島にいったときは全然そんな気にならん

かった。やっぱり研究者は、研究をしとった方が体の調子もいいみたいじゃ。

J と喜んで言っていました。

そして発病、最初の内はごまつぶみたいなものができたと言っておられた

のが、米粒になり、段々大きく痛みも止らず、しかし学部長の仕事で会議が

続き病院で検査をしてもらうと、場所が喉だけに次の日の会議に差し支える

と延び延びになってしまい、また、入院してからも学部長最後の仕事だから

と、病院から卒業式にモーニングを着て.行ったり、あまり無理をしない方が

いいのにと磯崎さんと 2 人でよく話しをしたものです。今考えると、学部長

になったのが、良くなかったのではと思えてなりません。

今も実験所の廊下を歩いていると、廊下の角から首を少し傾けて、ひじか

ら先だけで腕をふり、スリッバをばたばたさせた、あの特徴的な歩き方で、

片手にネイチャーかサイエンスを持って『ワー、ここコピーしといて。 J と

言っている姿が現れそうで、あの元気な吉田先生が亡くなったのがうその様

です。実験所もこれから、スタッフが変り研究の内容が変って行くでしょう

が、先生の有形無形の残された遺産は、この牛窓臨海実験所がある限り、残

されていくことでしょう。
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: だ 吉田先生を偲んで

〈岡山大学牛窓臨海実験所〉
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昨年大津臨湖で関かれた技官会議に出席する時は、私の頭の片隅に重くの

しかかる思惑が横たわっていた。時の所長吉田正夫先生が病床で既に危篤状
患におちいっておられた為である。

万一、何かあったら会議の途中でも直ちに帰るからと、妻に大津臨湖及び
宿泊姥設の電話番号のメモを渡して出席した次第であった。

初日、 2 日と気にしていた妻からの電話もなく、 1 年振りに逢った技官の

方々とのなごやかな雰囲気は、何時しかその事を忘れさせてくれるに充分な
楽しく有意義な会議でした。

しかし、 1 0 月 28 日愈々解散となった時、何かしら只ならぬ予感が全身

をよぎりました。牛堂君に今日はまっすぐかえろぜ!と云うと牛堂君も同様
で、寄道はおろか 1 番速いと思われる便で帰所した事でした。

帰宅し玄関に入り、まさに靴を脱ぎ荷物を置いた途端でした。電話が鳴り

受話器を取~と、吉田先生入院先の岡大病院看護婦詰所からの電話でした。

「今吉田さんの奥様は手が離せませんので、奥様からの伝言です。すぐ来て
欲しいそうですのでお願いしますJ との事。

看病疲れの奥様を励ます為に、妻もひんぱんに病院通いをし、奥様と一緒
に病室に泊った日もありましたが、私の会議出席で 2-3 日病院に行つてな

かった事もあり、不安一杯で急ぎ病院に妻とはせ参じた事でした。

病床で吉田先生!吉田先生!大声で何回となく手槍叫びました。先生は時

折足をピクピクさせていましたが、先生の目は既に反応を示されないままで
した。
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そして翌 1 0 月 29 日昼、奥様はじめ多くの方々の“まさか"の祈りも空

しく他界されてしまい、実験所関所以来の最も悲しい日となりました。

読さ然たる日々、そのくせ何かをせねばという神経のみ高ぶっていた悪夢の

ような毎日が過ぎていきました

先生のご葬儀、 49 日法要、岡山大学理学部葬、 100 今日法要、ご納骨、

そして奥様の東京への旅立ちと、いたずらに淋しく悲しい月日のみが容赦な

く流れ去り、人 1 倍実験所を愛された大黒柱吉田先生を失ってしまったので

す。

振り返ってみますと、井本さんと逢うごとに全国臨海臨湖の技官の集まり

を実現したいと、よく話し合っていた事でしたが、まさにその事を 1 6 年前

の所長会議にとりもって下さり、技官会議発足の礎をつくって頂いたのは吉

田先生でした。常に技官の事を心の底から考えて下さった先生でした。

見聞を広める為に技官会議への出席を本気ですすめてくれました。おかげ

で恐らく第 1 固から現在までパーフェクトの出席は技官の中で私 1 人だけだ

ろうと思います。ほんとうに素晴らしい先生でした。

3-4年前になるでしょうか、生物科学ニュースという全国研究者愛読の

Z ニュース欄に吉田先生の寄稿があります。 4 つの願い- 1 臨海実験所から

というタイトルです。その願いの第 1 番に挙げておられたのが技官問題でし

た。これしかないだろうとコピーを渡されました。今もそのコピー大切に保

存していますので以下に紹介させていただきます。

「まず、実験所存立の基本的要件ともいえる研究材料の確保・供給の問題

である。三崎に勤めていた時代、今は亡き重さんが若かりし頃熊さんの秘術

を盗む苦労話を何度か聞いた。筆者のところの技官も筆者が必要とする量の

カミクラゲを、瀬戸内海の複雑な潮流の中で安定的に採集し得るまでに約

1 0 年をょうした。臨海実験所が海産生物についての現地での研究・教育の

場であるとするならば、時とすれば無理ともいえる研究者側の要求と、それ

に対する技官側の意欲的対応とを車の両輪としてその機能が発揮・向上され

ていくものと思う。したがって、技官は高度の専門技術職として遇されるべ
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空

の

きだと豆、うし、また、彼等の技術はそこまで高いものであって欲しいと思う。

現状では、この技官を欠いたり、数少ない教官が技官的業務を行なっている

実駁所が多いのが事実のようである。周辺環境が痛められた現状であるだけ

に、なおさら全臨海実験所の全技官の質的、量的充実を願っている J と。

偉大な指導者吉田先生を失った現在、何回となく反努させられる臨海・臨
刻全筏官共通の思いといえるのではないでしょうか。
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